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大田市社協Ｆｂ大田市社協ＨＰ

大田市立病院「病院まつり」にブースを出展しました！大田市立病院「病院まつり」にブースを出展しました！
　11月9日に開催された大田市立病院「病院まつり」で、地域包括支援センターは「認知症につい
て考えてみよう」をテーマにブースを開設しました。悪天候にもかかわらず、当日は子どもから
高齢者まで多くの方が来場され、会場は大いに賑わいました。今回は、認知症についてのチェック
リストやクイズのほか、デイサービスなどを利用されている方の思いを書いていただいたものを
作品として展示いたしました。来場者の皆さんには、この作品をご覧いただき「認知症のある方の
気持ち」に触れていただける機会となりました。認知症に対する不安や疑問をもつ方も多く来場さ
れ、楽しみながら認知症についての理解を深めていただく機会になったと思います。ご協力くだ
さった利用者の皆様、ご来場の皆様、ありがとうございました。

お問い合わせ先（介護、認知症、その他、お気軽にご相談ください）

「ＲＵＮ伴しまね2025 in 温泉津」が開催されました！「ＲＵＮ伴しまね2025 in 温泉津」が開催されました！

大田市立病院「病院まつり」にブースを出展しました！

　認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らせる「支え合いのまちづくり」をめざし、市民
と共に考えるイベントが10月19日、温泉津温泉街を舞台に開催され、地域包括支援センターも一緒
に活動を行いました。医師・歯科医・専門職・市民の方など、市内外から多くの皆様にご参加いただ
きました。参加者は認知症支援のシンボルカラーであるオレンジ色のアイテムを身に付け、温泉津
ゆうゆう館前に集合。前半のウォーキングでは温泉津の街並みをゆっくり散策し、地域の魅力と
福祉の視点を再発見しました。後半は西楽寺本堂で、認知症基本法、新しい認知症観、お口のケア
の役割をテーマにトークセッションと意見交換会を実施し、認知症について考える貴重な機会とな
りました。ご参加くださった皆様、ありがとうございました。

社会福祉協議会 地域包括支援センター  住所：大田市大田町大田イ128番地 大田市民センター２階
電話：0854-83-7766　FAX：0854-83-7767　　時間：月曜日～金曜日  8：30～17：15
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令和8年度・9年度「手話奉仕員養成講座」の受講者を募集します令和8年度・9年度「手話奉仕員養成講座」の受講者を募集します

手話奉仕員養成事業

　本講座は、ろうあ者の大切な言語である手話を学ぶことを通じて、聴覚障がい者への理解を深める
とともに、手話で日常会話を行うために必要な知識や技術を習得することを目的として開催します。
2年間（前期：8年度、後期：9年度）全48回をかけてゆっくりと学ぶことができます。手話に興味・
関心のある方、基礎から一緒に学びましょう！

　手話の必要性や手話奉仕員制度について学び、来年度から実施する手話
奉仕員養成講座の受講につながることを目的に「手話体験会」を開催します。
申込につきましては、下記へ
お問い合わせください。なお、
当日参加も可能ですので、お
気軽にお越しください。

●日程　令和8年4月14日～令和10年1月25日　原則火曜日 18:30～20:00（月2回～3回程度）
●会場　大田市民センター４階  集会室
●対象者
①手話に関心があり、講座修了後は手話サークルに参加するなど手話活動ができる方で、全日程に
　参加できる方。
②原則、大田市内に在住の方。
※過去に本講座を修了した方や高校生未満の方の申込みは受付できませんので、ご了承ください。
●定員　15名程度
●受講料　無料　但し、テキスト代等実費負担あり
【令和８年度（前期）】6,400円
○テキスト代（ボランティア保険料含む）
○『手話動画視聴システム』視聴料金（１年間分）

【事前説明会】　令和８年４月７日（火）18:30～20:00
【開講式及び第１講座】　４月14日（火）18:30～20:30
【地元ろう者との交流】　７月９日（木）10:00～12:00

※事前学習として、手話動画サイト『手話動画視聴システム』の視聴が必要で、インターネッ
ト環境が整った場所でスマートフォンやパソコン等で視聴していただくことになります。
スマートフォン等やインターネット環境が無い方についてはご相談ください。

社会福祉法人  大田市社会福祉協議会  地域福祉課
〒694-0064  大田市大田町大田イ128　電話：0854-82-0091　FAX：0854-82-9960

申込み・
問合せ先

2月17日（火）18:30～19:30
大田市民センター４階  集会室
令和８年

詳しい内容につきましては、
ＱＲコードからご確認ください。

令和8年3月6日（金）
申込締切

 【令和９年度（後期）】2,110円
   ○ボランティア保険料
   ○『手話動画視聴システム』視聴料金（１年間分）

詳しい内容につきましては、
ＱＲコードからご確認ください。

令和8年2月10日（火）
申込締切

手話体験会
を

開催します
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大田市民生児童委員協議会より大田市民生児童委員協議会より
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　10月21日（火）児童福祉部会研修会を開催し、45名の参加がありました。
　講師には、大田市教育委員会学校教育課指導主事の八波直樹さんと大田市立志学中学校の久保田勧校長
先生にお越しいただき、「小・中学校におけるＩＣＴを活用した授業実践の現状を知る」と題して、学校
現場で行われているインターネットを利用した授業の取り組みについて教えていただきました。
　講義では、文部科学省が取り組むＧＩＧＡスクール構想の説明がありました。この構想は、すべての子ど
もたちにＩＣＴ環境を整え、個々の良さを伸ばしつつ共同して学ぶ教育の質を高め、テクノロジーの力で
教育の充実を図ることを目指すものです。令和元年
度から全国でタブレット端末導入の議論が進み、コ
ロナ禍を経て端末の導入が一気に加速しました。大
田市内の小・中学生も1人1台端末が貸与され、個
別学習と協働学習が実現し、授業中にリアルタイム
で他のクラスメイトの意見を知ることができるなど、
学びの深さが増しています。また、プログラミング
教育も小学校から導入され、企業との連携で学びの
場が提供されているとお話がありました。
　参加者からは「現在の学校教育の現場の様子が
わかった」、「事例を交えての説明でわかりやすかっ
た」といった声がありました。

令和７年度 児童福祉部会研修会を開催しました令和７年度 児童福祉部会研修会を開催しました
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谷
、島
津
屋
、

下
谷
、大
暮
、鶴
が
丘

入
石
、
市
、
本
谷
、

土
居
、
高
原
、
堀
越

波
根
町

青
井　
京
子
朝
山
町
、
富
山
町

鳥
井
町

鳥
井
下
、
下
山
根

大
平

八
幡
、
鳥
井
上

さ
ぎ
み
、
上
山
根

静
間
町

第
一
八
日
市
、

八
日
市
、
笹

和
江
３
、
和
江
４
、

和
江
５

弓
辺
、
堋
、
仮
屋

和
江
１
、
和
江
２
、

新
田

魚
津
、
平
、
垂
水

日
ノ
出
、
朝
日
、

上
柳
町
、
柳
町

赤
井
、
明
神
、

大
浦
団
地

湊
１
、
湊
２
、
湊
３
、

地
頭
所
嘉
庭

丹
波
、
畑
井
、

野
梅

五
十
猛
町

経
塚
、早
水
、若
宮
、土
居
、

月
見
、旭
、立
馬
場
、加
渕

竹
元　
富
枝

下
垣
さ
ゆ
り

西
村　
修
二

迫
田　
厚
美

砂
山
、
才
ノ
神
、

上
町
、
江
奥

福
田　
卓
夫

俵　
由
岐
子

瓜
坂
、
芋
原
、
程
原

瓜
坂
眞
里
子

髙
尾　
　
一

出
岡
、
野
田
、

高
松
地
、
向
吉
永

矢
田　
　
文
南
、
浅
原

神
在　
竹
美

（
令
和
七
年
十
二
月
一
日
現
在
）

本
町
、
宮
島

栄
町
３

青
木　
正
三

岩
倉　
光
子

大
野
美
利
子

田
中　
順
子

主 主

主主 主主

主

《
欠 

員
》
久
利
町
、
大
屋
町

渡　
　
隆
晴



（５）社協だより 第121号 2025.12

髙
橋
華
成
子
大
原
、
久
年
、
向
山
、

申
神
、
夕
永

戎
、
明
神

福
波
、
井
田

上
町
、
湯
町
、

法
泉
町
、
中
町

《
欠 

員
》

《
欠 

員
》

竹
下
　
賢
治

上
本
町
、
天
神

林
　
　
　
至
机
原
、
郷
、
町
、

老
原
、
矢
滝

中
田
　
豊
子

益
山
　
美
鈴

亀
島
　
　
明

朝
枝
久
美
子

地
区福波

温　 泉　 津仁　　　　摩

氏
　
名

担
当
区
域

湯　里 主 大  森
三
ッ
井
道
廣

銀
山
、駒
の
足
、新
町

上
佐
摩
、
羅
漢
町

水  上
高　　　　山温　 泉　 津

氏
　
名

地
区主主

担
当
区
域

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
住
民
の
最
も
身
近
な
相
談
相
手

で
す
。

水
田
久
仁
子

川
上
　
恵
子

松
場
奈
緒
子

小
笠
原
恵
功

大　代
佐
藤
　
京
子

大
場
　
清
志

中
祖
　
千
鶴

　
井
　
明
海

祖　式
菅
森
早
千
子

手
島
　
勝
則

温　泉　津
田
中
　
健
治

吉
村
　
信
恵

長
井
　
広
文

井　 田主 主

重
田
満
登
香

吉
本
　
幸
恵

仁 万 ・ 天 河 内
中
尾
　
範
彦

武
田
　
　
司

清
水
　
　
隆

髙
橋
　
祐
子

立
目

高
濵
　
由
美

東
山
、
大
井
手

駒
井
　
德
生

栄
、
朝
日

山
根
　
裕
二

末
広
、
灘
、

港
、
本
町

髙
津
　
眞
悟

山
戸
　
千
鶴

内
田
由
美
子

坪
内
一
二
三

大
森
町

昭
和
、
宮
の
前
、

下
佐
摩

水
上
町
、
祖
式
町
、

大
代
町

三
久
須
上
、三
久
須
下

高
津
上
、
高
津
下
、

米
山
、
本
郷

福
原
上
、
福
原
中
、

福
原
下
、又
持
、荻
原

伊
勢
階
、
向
川
、

上
瀬
戸
、
下
瀬
戸

本
郷
、
山
田
、
飯
谷
、

右
原
、
久
具

上
市
、
下
市
、
下
谷
、

植
松
、
八
反
田

川
上
、
柿
田
、
椿
、

四
日
市

大
原
、
横
谷
、
山
中

矢
滝
、
上
町
、
下
町

稲
荷
町
、寺
町
、本
町
、

沖
浦
、沖
泊

本
町
上
、本
町
中
、戎
町
上
、

戎
町
下
、上
毛
、高
瀬

上
村
東
、
上
村
西
、

飯
原
上
、
飯
原
下

温
泉
津
、
湯
里

湊
中
、
湊
七
、
湊
八
、

釜
野
都
合

森
分
、
湊
東
、

湊
西
、
湊
南

箱
坂
、
市
、

林
、
白
谷

湯
港
甲
、
湯
港
乙
、

湯
港
丙
、
松
山

《
欠 

員
》
古
川
、
小
池
、

今
浦
中
、
今
浦
西

中
組
、
本
郷
、
清
水

中
村
、淵
江
、願
城
寺
、

西
垣
内
、野
田

吉
浦
東
、
地
蔵
町
、

上
口
、
空
口

武
部
　
理
恵

河
村
　
隆
弘

久
保
上
正
守

小
川
　
和
美

東
　
　
輝
男
上
中
荻
、
菰
口
、

境
橋
、
太
田
二
区

上
井
田
、
隅
田
、

城
郷
、
中
正
路

福
田
、
殿
村
、
井
尻

太
田
一
区
、
横
道
、

津
渕

寺
ヶ
内

仁
摩
町

八
幡
、
高
浜

白
石
、
原
井
戸
、

日
ノ
本

福　波

北
、
西
、
東

下
村
た
み
子
本
町
、
新
町
、
鈩
、

津
辺
、
西
町

大　国 宅　野
渡
邊
　
悦
子

山
口
　
清
美

高
橋
か
を
る

川
上
　
妙
美

馬　 路
宮
本
　
春
樹

山
本
　
浩
二

主

坂
野
　
誠
子
仁
摩
町

宮
村
上
、
宮
村
下
、

和
田
、
川
西

東
町
、
宮
口
、

山
町
、
浜
町

神
畑
、友
、西
馬
路
、前
馬
路
、

中
町
、本
郷
、向

朝
日
、
南
、
東
新
町
、

西
新
町

草
木
原
、
冠
羽
、

上
野

中
市
、
門
谷
、

上
市
、
狭
平

主
任
児
童
委
員

○主

松
山
、
松
山
西
、

日
祖

山
下
　
啓
介

山
内
　
周
平

本
町
下
、
西
町
東
、

西
町
西
、
波
路
浦

森
田
　
修
二

長
見
　
早
苗

石
橋
　
道
代

　
　 

活
動
の
目
的
は
？

　
　
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、常
に

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、

住
民
が
尊
厳
を
も
っ
て
そ
の
人
ら
し
い

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
必
要

な
支
援
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
地
域
社
会
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

　 

　
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？ 

　　 

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
 

活
動
の
７
つ
の
は
た
ら
き

　
①
社
会
調
査
の
は
た
ら
き

　
担
当
区
域
内
の
住
民
の
実
態
や
福

祉
需
要
を
日
常
的
に
把
握
し
ま
す
。

②
相
談
の
は
た
ら
き

　
地
域
住
民
が
か
か
え
る
問
題
に
つ

い
て
、
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
親
身

に
な
っ
て
相
談
に
の
り
ま
す
。

③
情
報
提
供
の
は
た
ら
き

　
社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
情
報
を
住
民

に
的
確
に
提
供
し
ま
す
。

④
連
絡
通
報
の
は
た
ら
き

　
住
民
が
、個
々
の
福
祉
需
要
に
応
じ

た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
得
ら
れ
る
よ
う

関
係
行
政
機
関
、
施
設
、
団
体
等
に

連
絡
し
、
必
要
な
対
応
を
促
す
パ
イ

プ
役
を
つ
と
め
ま
す
。

⑤
調
整
の
は
た
ら
き

　
住
民
の
福
祉
需
要
に
対
応
し
、
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

⑥
生
活
支
援
の
は
た
ら
き

　
住
民
の
求
め
る
生
活
支
援
活
動
を

自
ら
行
い
、
支
援
体
制
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。

⑦
意
見
具
申
の
は
た
ら
き

　
活
動
を
通
じ
て
得
た
問
題
点
や
改

善
策
に
つ
い
て
と
り

ま
と
め
、
必

要
に
応
じ
て

民
生
児
童
委

員
協
議
会
を

と
お
し
て
関

係
機
関
な
ど

に
意
見
を
提

示
し
ま
す
。

民
生
委
員
・

 

児
童
委
員
と
は
？



社協だより 第121号 2025.12
お知らせ催し

募集情報局情報局情報局
（７） （６）社協だより 第121号 2025.12

令和8年3月7日（土）・8日（日）
大田市民センター４階

令和8年2月6日（金）
大田市民会館大ホール

芸能大会

福祉展

今後の行事予定

　今年度も、ご協力いただき誠に
ありがとうございました。
　還元金につきましては、連合会の自主財源
の一部として、各種事業の一助とさせていた
だきます。

　10月23日、62チーム261名の参加で県大会が行われ、団体
では７位に朝山朝寿会チーム、個人では50位以内に４名が入ら
れ知野見ふみ子さんが22位になりました。優勝は松江のチーム
（大田とは10ポイント差）、３位とは僅か３ポイントで大田は
惜しくも入賞を逃しました。

成績

令和7年度 囲碁大会令和7年度囲碁大会

大田市シニアクラブ連合会

〝 〝ずっと つながる

〝 ホッと つたわる〝

〒694-0064 大田市大田町大田イ128番地
　　　　　ＴＥＬ０８５４－８４－０２６６
　　　　　ＦＡＸ０８５４－８２－９９６０
月曜日・木曜日 8：30～17：00（祝日休）

友
愛
奉仕 健

康（事務局）

　令和7年10月17日、湯里地区体育館にて開催しまし
た。45名の参加で5種目の競技を行い、それぞれ景品を
もらい、話に花が咲きました。午後からは、わたしの町
の看護師さん一座の「めざそう健康長寿」の寸劇を鑑賞
し、笑いあり、健康の参考になるヒントありの楽しい
１日を過ごしました。

温泉津福祉大会温泉津福祉大会大田ブロックスポ－ツ大会
　10月6日、110名の参加により行われた令和
7年度スポーツ大会では、今までのような競争
でなく、全員参加のゲームで全員に景品が渡る
ようにしました。会話が弾むようにクラブに関
係なく座り応援をし、楽しい大会で大変盛り上
がりました。

島原麺（そうめん）
ご協力のお礼

第７回まめなかいしまねグラウンド・ゴルフ大会第７回まめなかいしまねグラウンド・ゴルフ大会第７回まめなかいしまねグラウンド・ゴルフ大会

詳
し
く
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

令和7年度温泉津スポ－ツ大会・福祉大会 

　令和7年10月27日に大田市民センター１階で、囲碁
大会（Ａ級Ｂ級Ｃ級混合）を行いました。
　優勝は大田町の中村隆寛さん、準優勝は大田町の青杉
昭信さん、３位は大田町の田原勝さんでした。来年度は、
一般参加の方をより多く募集いたします。
※参加者不足のためＡ級・Ｂ級Ｃ級は混合とし、将棋は中止
といたしました。



大田市社会福祉協議会は福祉活動を中心に活動していますが、人権に関する活動も多くあります。「石見銀山遺跡と
その文化的景観」を世界遺産に登録したユネスコは「人類の平和と人権の尊重」をめざしています。

社協だより 第121号 2025.12（８）

2・3月

大田市民センター４階
17：00～20：00（最終受付 19：30）

予約受付
開始日 参加費

3/19（木）
子ども：無料 おとな：200円

3/19（木）3/19（木）
3/9（月）

申　方法
混雑を防ぐため事前申込制（食数限定、先着順）です。お名前、参加
人数、時間帯をお知らせください。予約は、電話（0854-82-0091）
または右記の公式 ＩＮＥからお願いします。

こねくと食堂 開催のお知らせこねくと食堂 開催のお知らせ地域ふれあい食堂地域ふれあい食堂地域ふれあい食堂

予約受付
開始日

2/20（金）2/20（金）2/20（金）
2/9（月）

「衣類ドライブ（冬物）」を開催！
たくさんのご協力・ご来場
ありがとうございました(^^)
たくさんのご協力・ご来場
ありがとうございました(^^)

　古着を回収し、無料のバザーで必要な方に提供する『衣類ドライブ』を開催しました。
　冬物衣類の回収を呼びかけて延べ83名の方々にご提供いただき、11/30～12/1に
大田市民センター１階和室でバザーにて提供させていただきました。
　バザーには延べ180名の方にご来場いただき、たくさんの衣類の中からお好みのも
のを楽しそうに探される様子や、他の来場者の方と談笑される様子が見られ、参加や
交流の機会としても大変ご好評をいただきました。

　大田市では2018年に島根県西部地震、2023年には７月豪雨の災害が発生し、災害ボランティア
センターは地域やボランティアの皆さまと協働しながら活動しました。今回、改めて災害ボランティ
アセンターの目的や意義を共有し、予期せぬ災害に備える訓練を行います。

2026年１月25日
大田市民センター

ご協力ください！

日野ボランティア・ネットワーク
森本 智喜さん

講師

● 災害ボランティアセンター
　について
● 運営ロールプレイ

大田市社会福祉協議会 地域福祉課
電話：0854-82-0091　FAX：0854-82-9960　
メール：ohdavc@gmail.com　LINE：@400dceii

連
絡
先

被災者役、ボランティア役、運営者に分か
れて模擬訓練を行います。ご協力いただ
ける方は是非ご参加お願いします！

10:00～16:40

内容

令和7年度 秋の子育て応援イベントを開催しました！令和7年度 秋の子育て応援イベントを開催しました！令和7年度 秋の子育て応援イベントを開催しました！ クッキング
教室の様子

関心のある方
初めての方も大歓迎！

お
願
い
！

日

　11月11日（火）にサロン交流会「クッキング教室」、11月29日（土）にふたご親子交流
事業「わくわく交流会」を仁摩保健センターで開催しました。
　「クッキング教室」では、７組15名の親子の参加があり、お母さん同
士声をかけ合いながら調理や会食をし、楽しいひとときとなりました。
　「わくわく交流会」では、４組12名の参加があり、
会話や遊びを楽しみました。参加者からは、「先輩
パパ・ママのお話を聞き、参考になりました」等の
感想をいただきました。
　令和８年度も計画していますので、ぜひご参加ください。


